
（別紙様式２号　別添）

都県内における推進事業取組実施状況一覧表

計画策定時

交付金 都県費 市町村費 その他

自給飼料
生産・調
製再編支
援

株式会
社フェ
リスラ
テ

牧草 0ha

（参考：構成員
5名の被災前経
営面積 牧草
70ha)

牧草　71.2ha

（参考：令和3年
度）
牧草　70.5ha

細断型ベールラッパ
フィードコンベア
トラクター
各１台

牧草　70ha

細断型ベールラッパ
フィードコンベア
トラクター
各１台

25,300,000 11,500,000 7,475,000 0 6,325,000 101.7%

　作付面積は目標を達成したものの、
地力が回復していないほ場もあり、自
給飼料のみで育成牛全てを賄うことは
難しい状況である。
　そこで、経費削減のため親牛の残飼
と自給飼料を混合したものを給餌でき
るよう、当該機械を導入した。機械導
入により、裁断・飼料の混合・再成
形・ラップがけ等の一連の作業を効率
的に行うことができ、残餌の解消や飼
料保存期間の向上、さらには飼料購入
量の減少による経費削減と多大な効果
があった。
　今後も長期的な視点で地力の向上と
ほ場の整備を行い、自給飼料増産に取
り組みたい。

　作付面積は71.2haとなり、目標が達
成された。今後も作付面積の維持、拡
大のため、引き続き安定的な自給飼料
生産を推進し、営農活動の回復を支援
する。

　令和2年度実績はH22年度と比べて増
加しているため、実施要領に定められ
た採択要件は満たしている。

－ － － － 89,015,080 40,679,000 26,440,000 0 21,896,080 － － －

（注）１　別紙様式１号の別添１に準じて作成すること。
　　　２　「都県による点検評価結果（所見）」には、都県としての事業実施主体ごとの目標達成状況に関する評価を記載するとともに、
　　　　目標未達成の場合には改善措置の指導の必要の有無を含めた今後の改善指導方策を記載する。
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